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・上半期のコンテナ収入は、コロナ禍による需要低迷、８月の北日本を中心

とした大雨に伴う奥羽線不通による影響により、全ての品目で計画（７月

期改定時点）を下回り、コンテナ全体では対計画９３．３％、対前年では、

１００．５％となった。 

・１０月期改定における１０月１７日の営業日報のコンテナ収入では、年間

累計輸送実績は対計画９８．５％となった。 

・事業開発部門は２０２２年度初計画を達成し、１０月改定にて７．５億円

上積みされた２８９．１億円をいかにして達成していくかという状況。 

 

 

 

・コロナ禍と輸送障害に伴う収入が思うようにいっていないことは理解した

が、高い計画を立てたのは会社であり、組合員への責任転嫁は許されない！ 

・計画未達を理由とした手当削減は断固として許さない！物価高による組合

員の生活は苦しくなっている状況のなか仕事を頑張っている！ 

・旅客は列車を切っているが、貨物会社は要員がひっ迫する中のコロナ陽性

者が出ても組合員の奮闘により、列車を一本も切らさずにやってきた。そ

の労苦に報いるためにも形として表すべきだ！ 
 

 


